
 

 

 

 

 

コロナウィルスが日本で騒がれ初めて 8 か月が過ぎました。 

これからはコロナだけでなく、インフルエンザも流行してくる時期となります。 

 

感染症予防にも食中毒予防にも共通して「こまめな」手洗いが基本で

あり有効であると言われています。今月号はその手洗いについて掲載しま

す。 

 

【泡つけて約 1秒でいいの！？】 
みなさんは手洗いでどこを洗っていますか？何秒洗っていますか？右の図は

厚生労働省が作成したものです。どこかで目にしたことがあるのではないでし

ょうか？正しい手の洗い方として以下の１０箇所を洗うとよいと書いてあり

ます。 

１ 手のひら  ２・３ 手の甲（左右）  ４・５ 指先（左右） 

６ 指の間  ７・８ 親指（左右）  ９・１０ 手首（左右） 

 

 

さらに、下図の手洗いのすすめでは、手洗いの方法の違いによって効果が異なることが専門雑誌で掲載されていたようです。 

 

短短手洗い、その方法とは‼ 

ハンドソープで 10 秒もみ洗い 

流水で 15秒すすぎ 

上記の方法によって 

手洗いなしの状態（約100万個）から 

1/100 万減って約数個にまで減少できるそ

うです！！！ 

 

この二つの情報を組み合わせると・・・ 

 洗いたいところは全部で 10 カ所、ハンドソープで 10 秒。すなわち 10秒 ÷ 10 カ所 ＝ 1秒 ／カ所！！ 

 計算上ではやはり各部位で約1秒泡で洗えば良いというになるのではないでしょうか。 

                               （すすぎの場合、約 1.5 秒/カ所） 
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